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本研究の目的は、急性脳梗塞患者の洞調律時の心拍データを解析し、潜在性の発作性心房細
動 (paroxysmal atrial fibrillation: PAF)の危険因子を特定することである。急性脳梗塞連続 741 症
例のうち、(1) 慢性心房細動、(2) 心臓ペースメーカー使用、(3) 欠測データのある例を除外し、
606 例を解析した。24時間ホルター心電図における洞調律時の最低心拍数、平均心拍数を記録
した。PAFのある群（PAF群）、ない群（非 PAF群）の臨床的特徴を比較し、さらに多変量解
析を行った。606例中 116例 (19.1%)に PAF を認めた。PAF群は非 PAF群に比べて、平均年齢
が高く (74.3歳 vs. 66.7 歳、P < 0.001)、慢性心不全 (16.4% vs. 4.7%、P < 0.001)、主幹動脈病変
のない患者 (80.2% vs. 54.1%、P < 0.001)の割合が高く、脂質異常症 (32.8% vs. 50.4%、P = 0.001)
の割合が低かった。さらに、洞調律時の最低心拍数、平均心拍数は PAF群で有意に低かった (そ
れぞれ 46.5 bpm vs. 54.0 bpm、P < 0.001; 70.7 bpm vs. 73.8 bpm、P = 0.009)。多変量解析の結果、
洞調律時の最低心拍数は PAFの独立した予測因子だった  (オッズ比 1.08、P < 0.001)。 
